
学校番号 409 

令和２年度 国語科 

 

教科 国語 科目 古典Ｂ 単位数 2 単位 年次 2 年次 

使用教科書 新編「古典Ｂ」改訂版（大修館） 

副教材等 新版五訂 新訂総合国語便覧（第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 

・古典を読んで、人間、社会、自然などに対する思想や感情を的確にとらえ、ものの見方、感じ方、

考え方を豊かにすることを目指します。 

・有名な古文と漢文の作品に親しむとともに、正しく心情等を理解するために語彙力や文法の知識

をしっかり身に付けてください。 

・時代の変遷の中で様々な評価を受けつつ読み継がれてきた作品の価値について考えながら学んで

いきましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・古典に用いられている語句の意味、用法及び文の構成を理解することができる。 

・伝統的な言語文化に対する関心を持ち、国語を尊重する態度を育んでいる。 

・わが国の文化の特質や我が国の文化と中国の文化との関係について理解を深める。 

・人間関係において、互いを尊重し、相互理解を深め、正しく意思を伝え合うことができる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観点 a:関心・意欲・態度 b:読む能力 c:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う力を進ん

で高めるとともに、言語文

化に対する関心を深め、国

語を尊重してその向上を

図ろうとする。 

文章を的確に読み取った

り、目的に応じて幅広く読

んだりして、自分の考えを

深め、発展させている。 

伝統的な言語文化及び言葉の

特徴やきまり、漢字などについ

て理解し、知識を身に付けてい

る。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート・ワークシート

等） 

記述の確認及び分析 

（ワークシート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート・ワークシート等） 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の

観点 
単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c 

１
学
期 

古
典
に
親
し
む 

教材：今昔物語集

「安倍晴明と百鬼夜

行」 

○ ◎ ○ 

ａ:作者の解釈とともに、物語の内容を

正しく理解し、関心を持とうとしてい

る。 

b:作者の解釈とともに、物語の内容を正

しく理解し、関心を持 っている。 

c: 古文を読むことに役立つ、文語のき

まりを理解している。 

a:行動の観察及び記述の

点検 

b:記述の確認及び定期考

査 

c:記述の確認及び定期考

査 

古
文
の
物
語
を
読
む
（一
） 

―
歌
の
物
語 

教材：今物語「うし

ろむき」 

伊勢物語「初冠」 

 

 

 

・和歌の修辞法 

○ ◎ ○ 

ａ:文章に描かれている情景を、文や文

章、語句などから離れないようにして

読み、人物の言動や状況を捉える手掛

かりとしようとしている。 

b:文章に描かれている情景を、文や文

章、語句などから離れないようにして

読み、人物の言動や状況を捉える手掛

かりとしている。 

c:古文を読むことに役立つ、文語のきま

りや和歌の修辞法を理解している。 

ａ:行動の観察及び記述の

点検 

b:記述の確認及び定期考

査 

c:記述の確認及び定期考

査 

古
文
の
物
語
を
読
む
（二
） 

教材：徒然草「今日

はそのことをなさん

と思へどに出雲とい

ふ所あり」 

○ ◎ ○ 

a:文章に描かれている人物の心情を表

現に即して読み、異なる立場から読み

深めようとしている。 

b: 文章に描かれている人物の心情を表

現に即して読み、異なる立場から読み

深めている。 

c:古文を読むことに役立つ、文語のきま

りを身に付けている。 

ａ:行動の観察及び記述の

点検 

b:記述の確認及び定期考

査 

c:記述の確認及び定期考

査 



 

  

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度    

b:読む能力       c:知識・理解 

 

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付

けて○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域「読むこと」に関わる観点には◎を付

している。 

 

 

２
学
期 

古
文
の
物
語
を
読
む
（三
） 

教材：沙石集「児の

飴食ひたること」 

大鏡「競べ弓」 

枕草子「大蔵卿ば

かり」  

紫式部日記「和泉

式部と清少納言」 
○ ◎ ○ 

ａ:文章に描かれている人物の心情を表

現に即して読み、異なる立場から読み

深めようとしている。 

b: 文章に描かれている人物の心情を表

現に即して読み、異なる立場から読み

深めている。 

c:古文を読むことに役立つ、文語のきま

りを身に付けている。 

ａ:行動の観察及び記述の

点検 

b:記述の確認及び定期考

査 

c:記述の確認及び定期考

査 

３
学
期 

漢
文
を
読
む
（一
） 

 
 

 
 

 
-

故
事
成
語 

教材：「朝三暮四」 

 

 

○ ◎ ○ 

a:我が国の言語文化は、中国をはじめと

する外国の文化の受容とその変容を

繰り返しつつ築かれてきたことに気

付こうとしている。 

b:文章の組立てや骨組みを的確に捉え

ている。 

c:漢文を読むことに役立つ、訓読のきま

りを身に付けている。 

a:行動の観察及び記述の

点検 

b:記述の確認及び定期考

査 

c:記述の確認及び定期考

査 

漢
文
を
読
む
（二
） 

 
 

 
 

 
 

 
-

儒
家
の
思
想 

教材： 「不忍人之

心」「人之性悪」 

○ ◎ ○ 

a:我が国の言語文化は、中国をはじめと

する外国の文化の受容とその変容を

繰り返しつつ築かれてきたことに気

付こうとしている。 

 

b:文章の組立てや骨組みを的確に捉え

ている。 

 

c:漢文を読むことに役立つ、訓読のきま

りを身に付けている。 

a、c： 

行動の観察と確認及び分

析  

b: 記述の確認及び定期考

査 


